
被覆尿素肥料を利用して追肥を省略

～秋まき小麦とブロッコリーへの施用法～

お問合せは 道総研十勝農業試験場 〒082-0081 北海道河西郡芽室町新生南９線２番地

研究部 生産環境グループ Tel 0155-62-9829 tokachi-agri@hro.or.jp

道総研 中央農業試験場

秋まき小麦「きたほなみ」では基肥に被覆尿素肥料を利用すると、起生期
追肥が省略可能で、対照区と同様の収量および品質が得られます。
晩春播きブロッコリーでは被覆尿素肥料を基肥に40～50%程度配合する

と分施が省略可能で、初期生育が向上し増収します。

被覆尿素肥料（R30)の窒素溶出

秋まき小麦

←注；2年3事例の平均
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収量と品質は同程度

被覆尿素肥料 「セラコートR 」
尿素を植物油系ポリウレタン樹脂で被覆
リニア型:R１５～２５ の3種類
シグモイド型:R３０～１３０ の6種類
Rの後の数値は25℃水中で窒素が 80%溶出
する日数
（例、R50であれば50日）

秋まき小麦

肥料費分の経費増 －

融雪後の生育が過繁茂の場合にも、一定の窒素
が供給されるため、生育コントロールが難しい

留意点

優位点 省力（追肥省略） 省力（追肥省略）。増収と収益の増加

ブロッコリー

0

4

8

12

16

20

0

20

40

60

80

100

0 50 100 150 200 250 300

R30

窒素吸収量

埋設期間（日）
12月1日 起生期 止葉期

肥
料

の
溶

出
率

（
％

）

窒
素

吸
収

量
(k
g/
1
0a
)

被覆無しの尿素より、被覆尿素肥料
はゆっくりと溶出。
R30は秋まき小麦の生育にピッタリ。

ブロッコリー
（R15を利用）


